
初めての日記体験だよ

2015.09.03
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これは日本語で投稿されたものです

侯天妍さんの日記



１．新鲜的九月～课外活动

2015.09.13

一个星期真的过得很快啊～

发生了好多好多事。也就是说，度过了非常丰富多彩又快乐的校园生活！

第一篇日记还是想写写辛苦的课外活动。

说辛苦，是因为时间太长了。在国内的学校，一个星期只有一次课外活动，一次也就两个小时。但是这边的课外活动每天都要出席；而且国内的学校休息日肯定休息，不会有别的活
动；可是这边周六日还有寒暑假之类的休息日也要训练半天；还有，比平时上课的时间还早，早上真的好困，可是没办法。我想慢慢会习惯的。

现在我参加的是排球部，算上经理人一共有8个人，同年级的有三个人。同年级的都是可爱的女生，我好喜欢！前辈们也都很热情，都是很友善的姐姐们。总是很有耐心地教我很多
事情。

 

上面是全体合照！后面最右边的是部长。是最喜欢粉丝，特别帅的前辈。

 

上面是我和同年级的同学一起在活动室照的照片。左边是yuuki，右边是miyaka。还有一个人可惜那天休息不在。下次再一起照！

 

这是排球部的标志。

 

现在的课外活动训练对我来说有点儿难，有的练习内容我还做不到。不过我会慢慢适应，都学会的！

还有一个觉得有趣的是前辈和后辈之间的关系。对前辈要用敬语，不能说“Gomen”（用于同辈或关系较亲近的人之间的“对不起”——译注），要说“Sumimasen”（“对不起”比较尊
敬的说法——译注）。同年级的人是这么教我的。因为我是留学生，前辈们不会太介意，但是我还是应该遵守这些习惯。

终于写完了！好，加油！

侯天妍さんの日記



1.新鮮な9月――友好的なクラスメート

2015.09.16

 

 

自分は運がとてもいいと思います。学校に来てから毎日とても楽しいです！

家の妹が同じクラスで、その上、先生の配慮で隣りの席に座らせてもらっています。このような配慮にとても感謝です！

ここのクラスメートは注意深く、親切で友好的です。ここに来てから、みんなから多くの世話と恩恵を受けました。どうやってこの恩に報い、感謝すればよいかわかりません。
初めて来た時はまだ体育館の運動靴ができていなかったので、クラスメートがしっかりと私のサイズを覚えていて、ちょうどいいサイズの中学の時の靴を一時的に使えるように
貸してくれました。；新しい制服はとてもきれいですが、ネクタイを結ぶのがとても難しいので、同じクラスの女子が積極的に手伝ってくれます；夜、妹と好きな漫画について
とてもハイテンションになっておしゃべりして、日が変わった日曜日に妹が彼女の親友を呼んできました。また、彼女は秘蔵の漫画を2セット持ってきてくれていて、私に貸し
てくれました。；学校では、いつも知ってる人、知らない人みんなが自分に微笑みながら挨拶してくれて、話しかけてくれます。みんなのたくさんの友好心と好奇心を感じまし
た……

今ではもう、クラスで毎日いっしょにご飯を食べる新しい友達ができ、毎日お昼に一緒におしゃべりして御飯を食べて、中国の友達との付き合いと何の違いもないように思いま
す。毎日とても楽しいです！そ2日前、玉城ちゃんが自分で焼いたクッキーをくれました。とってもおいしかった~私は、こんなにもすぐに私を受け入れてくれて、異郷に着い
て間もない頃の寂しさや困惑感を味わわないようにしてくれ、充実した楽しい毎日を過ごさせてくれる彼らに感謝しています。私は一緒にご飯を食べている女友達に手紙を書い
て渡しました。それと、中国から持ってきた中国結びをプレゼントしました！

そのほかに、そんなに親しいわけでもない女の子からも小さな紙切れをもらいました。そこには自分の趣味と私への興味についてが書かれていました。彼女たちの積極性にとて
も温かみを感じました。私も彼女たちに返事を書きました。

いま、力を合わせて文化祭の準備をしているので、みんなの関係がさらに密接になっていて、一緒に劇に出るクラスの男子ともとても仲良く付き合っています。クラスで本当に
楽しく過ごしています！

侯天妍さんの日記





1.新鮮な9月――待ち望んだ文化祭！（1）

2015.09.18

＜1.新鮮な9月――待ち望んだ文化祭！（1）＞

 

 

 

侯天妍さんの日記



 

初めて衣装に着変えてリハーサルをしました！

今年の文化祭のテーマは写真の通りです。クラスの演目は日本の伝統的昔話の桃太郎と浦島太郎を改変したコメディーです。。もともとの割り振りは男子が劇を演じて、女子が
服装や小道具などの裏方の準備作業、でしたが、私は幸運にもせりふを少し割り当てられた演者の一員になりました^^自ら参加することで、彼らのこのような活動へのまじめ
で積極的な態度を実感することができました。シナリオは稽古中、何回も直していて、この期間の女子達の休み時間は全部、道具の準備で占められていましたが、みんな苦労を
いとわず、たのしみに文化祭の日を待っていました。。

学校も文化祭のために多くの便宜を図ってくれていて、たとえば本来は50分の授業を、放課後に学生達が文化祭の準備をできるよう40分授業に変えて時間を作ってくれたりし
ました。。このような事を中国の学校ではありえない。。！あぁ…それと火曜日の午後は太陽が照りつける中、草むしりをしました。。実を言うと初めて鍬を見て、とてもおも
しろいと思いました。。みんなも草むしりをそんなにまじめにはしていませんでした。。ほとんどおしゃべりで時間が経ちました。。文化祭の様々な準備作業はどれもとても楽
しいと思いました666

今回の文化祭はアニメでみたようなわりと日本の伝統的な文化祭だと思います。もちろん自分が参加して体験しているので気分が違います。たくさんの伝統的な和菓子あるの
で、事前に体育館で食券を販売していました。人がとても多かったです。人生は一回しかないと思って、今回すべての種類の食券を買ってきて味わってみたかったのですが。。
並んで待つ時間がとても長くて全く買えませんでした。。最後にやっとやきそばの券だけを買うことができました。。文化祭当日にまた少しだけ食券を販売するので、その時ま
た運だめしするしかありません。。

あともう一つ言いたかったのが、普段、生気のない顔をしている数学の先生が金色のかつらをつけて、袴を着て劇に参加していました。もうたえられない。。でも先生はとても
ハイになっていたみたいです = =（写真1枚目 笑）

リハーサルはだいたいこんな感じでした。。NGはとても多かったけど、たくさんの場面で楽しく遊びました！文化祭が楽しみです！



1.新鮮な9月——待ち望んだ文化祭！（2）

2015.09.23

連休を機会に、日記を足していこう。。

今回の文化祭は二日に分けて行われました。一日目は舞台演出がメインで、しかも午後の半日間だけでした。二日目は自由にいろいろな項目を体験できます。

一日目

文化祭の舞台演出は第一体育館で行われました。出演者であった私たちは第二体育館に配置され、午前のリハーサルをしました。実はみんなすでにあらかじめ十分な準備を整え
ています。もう一度リハーサルをするのは、単に舞台に出たら上がってしまったりしてミスのないように万全を期しているためです。同じく体育館でリハーサルをしているのは
二年生の先輩たちです。（理由はわからないが、スーパーマリオは高校生にすごい人気です）彼たちはスーパーマリオのダンス曲を演出する予定で、ユーモアが盛り込まれとっ
ても可愛いです。後になって気づいたんですが、先生も学生たちの中に混ざり込んで体をくねらせていた。。先生も可愛いなあ〜って感じ！

担任は地学の先生ですので、荷物は全部地学の教室に置きました。昼ごはんも休憩もここで取ります。午前は女子たち地学教室でクラユニのDIYをしていました。。つまりユニ
クロから仕入れた白いTシャツに名前を書くことです。。お疲れ様でした！

侯天妍さんの日記



昼は、簡単な食事の後、待ちに待った文化祭は正式に開幕を迎えました！（いろいろ事情があってその日には舞台演出の写真はとりそびれた、うちのクラスの喜劇演出も、ちょ
っと残念でした。。また写真をもらえたら追加にアップしますよ！）

中国では、文化祭のような大型イベントの最初に開幕式が行われます。日本も同じです。ただ、日本の開場雰囲気はより気楽です。まずは生徒会が作った軽喜劇で、それぞれの
活動代表から担当項目を紹介する内容で、どれもこれも可愛くて心込めたプチ演出です!その後は各種代表によるスピーチです。。聞き取れないのであまり真剣に聞いてもいな
かった。。さらに後は、舞台演出です！

うちのクラスの出番は三番目ですので、前の二つの演出を見ることができなくて、それもちょっと残念でした。。始めますと宣告されたら、私たちは第二体育館へ戻り、着替え
と道具の準備をしました。もう何日間前のことですが、今でもその時の緊張感が溢れた雰囲気を思い出すと、またワクワクしちゃいます！服装係の子は私を手伝って着物を着せ
てもらってから、歩いたり跳ねたりして舞台裏までゆらゆらと辿りついてそこで待機しました。。今でも思えば笑ってしまいます。

感動を覚えさせられたのは、舞台に出る直前に、親しいクラスメートでも、それほど親しくない子でも、頑張ってと言ってくれたことです。仲良くしている何人かの女子たちは
私を抱いてくれて、緊張しないでと励ましてくれました。実はセリフも多くないからそんなには緊張していませんが。。心から暖かさを感じていました。私も仲間の出演者を励
ますよう、中国ではこういった場合、観客を大根だと思えばいい、それなら緊張せずに済むから〜と話しました。

……

演出は通して非常に順調に終わりました、舞台裏でみんなで一緒に演出服姿の記念写真を撮りました！

その後は、体育館に戻って、続けて舞台演出を観ることになります。いろいろな演出はみんな可愛かったです。その中、私は一番気に入った、心を振動させたのは、やはり和太
鼓の演奏でした！正直、以前は和太鼓の演奏を観たこともなく、どんな演奏になるかも知らなかったですが、今回は現場での観賞で、確かに心を強く振動させた！おそらくその
強く振動した心、その感覚を言葉で的確に伝えられないかもしれません。気分を高揚させられ、一緒に体を揺らしたくなり、彼たちの口唱和の部分は聞いてわからないけれど、
声を合わせて叫び出すその場面は確かに私の心に深く刻んであったと思います。

……

演出は四時半頃にもう終了しました、担任先生はたくさんのおやつや飲み物を奢ってくれました。演出大成功のお祝いで！www楽しくて爆発しそうな気分！

完璧な一日√



1.新鮮な9月——待ち望んだ文化祭！（3）

2015.09.23
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はははは、今日はようやく見所の文化祭について書くことになります！

今日の文化祭は、一般公開の形をとっていて、学校に入ったらすぐいつもと違う雰囲気を感じてしまいます：他の学校の制服姿の学生もいるし、子供連れのお母さんもいる、さ
らにカメラを首からぶら下げているおじいちゃんやおばあちゃんもいます……午前十時までは普通の舞台公演で、正直見ててちょっと眠くなって。。けれど、位置の関係で他の
クラスの人ともおしゃべりができて、盛り上がったと思いますははは！

舞台公演の後は、自由活動の時間になります！！クラス単位で作られた各種の和菓子のほか、外からのお店は学校の指定されたところでいろんな美味しいもんを販売していま
す！一行目の写真はクッキーやケーキなどのお菓子で、お菓子売り場のとなりにかき氷のお店がありますよ、写真でははっきり見えないかもしれませんが^ ^後は各種カキ焼き
もあって、絶えずに周囲へ煙を向けらせ、いい匂いです！！！果物のお店もありました、文化祭だからかはしりませんが、別段に安い気がします！そして昼ごはんの時間になっ
たら、各種カレーライスや主食も登場してきました。特に言わないといけないのは、饅頭も発見しました！けど、日本の饅頭には具が入っていて、中国のとは全く違うもので
す。。

さらに次の写真はクラスメートと一緒にぶらついていた時に、お化け屋敷があった。。そして列に並んで入ろうと待っていました！お化け屋敷の案内役は、ちょうどバレー部の
部長だった、奇遇だなと感心しました！実はお化け屋敷自体はそんなに恐くありません。。けど、背景の音楽はとても不気味で、しかも電気がついてない真っ暗闇のなかで、さ
らに中の迷宮はくねくねと延々と続くような感じで、確かにビクッとしちゃいます。。お化けのお化粧はとてもリアルに見えますが、学生が変装したとわかっていますので、そ
んなに恐くはなかったです。出口に出たら、美人の先輩が慰めの飴を配ってくれたから、もう一回並んで遊ぼうとも思いましたははは！

あと、伝統の輪投げや射撃、ユーユーボールなどなど面白いゲームはあります。しかもどれもタダで遊べるし、遊んだあとの道具などなど全部タダでもらえます！

もうひとつ印象深いのは室内の映画鑑賞で、それについても書きたいです。実は最初は、文化祭で映画をやるなんて最も地味な活動だろうと思いました！連れのお嬢が強引に薦
められたからみんなでいきました。行ったらサプライズでした！映画名は「横田大典の成長日記」で、映画の内容はすべて学生たちが撮影して制作されたものです。横田大典は
二年四組の担任で、顔つきの“凶悪”な体育の先生です。映画は横田先生の生まれから学校、そして結婚、仕事までの物語で、古い映画のようなやり方で、写真が一枚一枚流れて
いく中、重要なシーンでは、学生の演じた横田先生による当時を再現しました。映画は最初から最後まではコメディで、笑い声が絶え間なく続いていました。加えて鋭い視点か
らの字幕が、さらに濃さを増しました！その中、学生たちは先生の写真を通り過ぎた人に見せて、先生への第一印象について尋ねるというインタビューもあって、それをもって
映画は最高潮を迎えました！こんな素晴らしい映画は、好きにならずにいられないでしょ？

さらに下にあるのはお昼の時の写真です。焼きそばはその場で作るものなのでたくさんの人が待っていて、相当待ったんですよ。こんな暑い日に、本当に男子たちがそこで作っ
ているのでさすがに私もびっくりしました。。。味の評価は高かったです。私はそういったちょっと甘い風味には慣れないけれど、新しい体験ですね！続いて食べ終わってから
みんなで一緒に撮った写真ですwww，かわいい子ばっかりでなんだかちょびっと幸せな気分ははは！

さらに続いて、教室の飾りの写真を載せましょう、その雰囲気を味わってhhh

言っておきたいのは、昨日もショックを受けた和太鼓の演奏が今日もありました、しかも歩きながら叩いていたので、もう一度見ても相変わらず素晴らしい！

後は体育の先生は入り口に立ち竦んで、通る人に満遍なく菜種油のチラシを配っていました、どういうことかはいまだわかりませんが、先生が超かわいいと思えましたははは
は！

……

非常に楽しい一日だったので、時間の経つのは非常に速いと感じてます！

最後は閉幕式で、放送部が作った文化祭のドキュメンタリーが放映されました。とても記憶に残ったのは、中国語に訳すと大体こうなります：“すべての青春の証は、君たちの
目にある、瞳にある”一つ一つの笑顔は心に刻まれ、一つ一つの瞬間は忘れられない、ここにきて、このすべてを体験できるのはとても幸運だと突然思いました。一ヶ月も経っ
ていないうちに、私はここに名残惜しくて懐かしむような気分になってきました。これからもここにいる毎日をもっと大切にしていけると思います！

閉幕式の最後は、みんなで校歌の合唱でした、悠揚なメロディーで、長く長く空気に漂っています。ここのすべてに、私は感謝の気持ちでいっぱいです；すべての素敵な思い出
を、心に銘じていきます。





1.新鮮な9月——雨の中でお散歩

2015.09.23

    

 

 

 

熊本に着いた日に雨が降った以外、今日でやっと二回目の雨でした。ちょうど今日は部活が休みで、家に誰もいなかったので、突然外へ散歩にでかける気になりました。

そして、傘をさして携帯を持って、来てから初めてのこの町との触れ合いに向かって出発しました。

ここの道は広くはなく、交通もそれほど便利ではないですが、かわりにのんびりとした雰囲気が漂っています。街道はとても綺麗で、ゴミの分別は厳しくてゴミを出すのはそれ
なりに面倒なことではありますが、そうとはいえ道に捨てられたゴミとかは絶対見ません。

家はみんな一戸建てで、家々が景色となり、あちこち洒落た美しさがあり、盆栽の花や緑の木が、みんな家の人の趣味の好みを表しています。

家の近くに２つの7-11コンビニがあって、放課後はお腹が空いたらそこで軽く食べることもできてとても便利です。ホストファミリーのお母さんによれば、さらに前へ進めば
運動公園があるそうです。まだこの目で見たことはありませんが、いつか晴れた休みの日にそこへ行って日光浴でもしようと考えています。

侯天妍さんの日記



学校の付近と言ったら、塾は必ずありますね。日本の学生は中国の学生ほど塾に通う人数も時間も多くないです。日本の学生は成績がそんなによくないから塾に行きますが、一
方中国は成績と関係せず塾に通っています。まあどちらにせよみんな大変ですね。

7-11で日常品を買って、帰ることにしました。

こんな雨の午後に洗礼をうけ、心身とも愉快なことです。



新鮮な9月――超おいしいラーメン！

2015.09.30

   

 

 

   

熊本ラーメンは本当に有名である。天津でも味千ラーメンのチェーン店がどれくらいあるかわかりません。その本店が熊本にあります。

日曜日は部活が半日しかなかったので、家に帰ると、ラーメンを食べに行くという嬉しい知らせがお母さんからありました！

お母さんは近くで一番おいしいラーメン屋に食べに行くと言って、車で30、40分かけて熊本市に着きました。そんなに大きくないラーメン屋でした。味千ラーメンの本店を通
り過ぎて、少し興奮しました！！たぶん評判がとてもいいからでしょう、着いたのは2時近くでしたが、それでも店の中は人でいっぱいでした。。  

看板の辛口ラーメンはピリ辛、激辛、鬼辛と分かれていました。。そこで迷わず鬼辛を注文しました。（最も辛いやつです）！お母さんが私と同じ鬼辛を注文するとは思いませ
んでした。。実は以前日本人があまり辛い物を食べられないのを見たので、ホストファミリーのお母さんが辛いものを食べ、かなり辛いのも大丈夫だとは思いませんでした！こ
れも貴重な縁ではないでしょうか？

ラーメンを作っているお兄さんはとてもかっこよかったです！まだ食べ始めてないのに、とてもいい気分でした。ハハハ！

味は正統派で、味噌味のスープがとてもおいしかったです。ここでこんなにも辛いものを食べられるとは思いませんでした。少し驚きました！しかし、まさしく名に恥じないも
のでした。こんなに遠くまで運転して来ても、本当にここに来た甲斐があったという満足感が得られました。

お腹がはちきれそうなくらい食べて、車で帰りました。途中、お母さんとおしゃべりをしました。おしゃべりしているうちに、中国に彼氏がいるのか、学校には気になるイケメ
ンがいるのか、どんなタイプが好きなのか、など、めっちゃ気恥ずかしくなる質問をされました！それからとてもまじめに相手は顔じゃなくて内面をみないといけないと言い含
められました……！

でもお母さんは私とこんなにたくさんおしゃべりすることをとても楽しんでくれています。ここでのホストファミリーのお母さんの思いやり、そして同級生達のかわいさと親近
感は、初めて異郷に来た時の多くの悩みを減らしてくれ、ホームシックに駆られていた時には、たくさんの元気で目の前の生活に対峙させてくれました。更に私に笑顔と行動で
彼らの友好と献身に報いようというパワーを持たせてくれました。

侯天妍さんの日記



2.雨の多い十月——お葬式（1）

2015.10.07

十月は、まる二日間の弱雨とともにやってきました。気分もそれにつられて落ち込んできました。

夜は肌寒い、薄い掛け布団はすでに綿入れの布団に替えられた。深秋の十月、名の通りだ。

ベッドの横に、畳んである冬の制服が置かれてあります。真っ黒のスカート、なんとなくスッキリに見えないです。お母さんに教えてくれましたが、お葬式には、真っ黒の冬の
制服は、白の夏の制服よりは礼儀にかなうそうです。

そもそもは、心地よい夜でした。ホストファミリーのお父さんとお母さんは何年前かの地元伝統祭りのビデオを出して、みんなでそれを囲んで大笑いしていたところだったで
す。担任の先生からその時に突然やってきました。私の前に座っていた、もう一週間休んでたMさんのお父さんがなくなりました。

Mさんはおとなしい子で、たまたま席が私の前にあり、きたばかりのこの一ヶ月、お世話になっていなければ、存在感が薄いクラスメートであるMさんのことを自分から思い出
すことはないでしょう。

そのことを知った瞬間、私は自分が正しく日本語を理解できなかったと思った。壮年であるお父さんのいきなりの死去、どれほどのショックになるかは想像もできないくらいで
す。長男であるおとなしいMさんは、このいきなりすぎることに対しても、どうすればいいのかはわからず迷っているところでしょう。

この静かで、静かすぎて不安にさせてしまう夜は、どれほどの人が悲しんでいて眠れないでしょう……

侯天妍さんの日記



2.雨の多い十月——お葬式（2）

2015.10.07

夕方の6時ちょうど、お母さんは車で私と妹を乗せて、熊本市のある会館まで、お葬式に参列しました。

参列したのは私たち学生以外に、ほとんどはMさんのお父さんの会社の同僚や上司でした。

説明しそこないましたが、こちらの習慣は、Mさんのお父さんの子供三人のクラスメートみんなお葬式に参列するようです。多分それが異文化の違いかな、中国ではそれが道理
にはずれていて、唐突に参列してしまうと失礼だと見なされることに至ります。

お葬式が始まりました。

合掌して、慎み深く死者に深々とお辞儀しました。

その後、着物を着ている老人が悲しみの漂っていたメロディーで吟唱して、Mお父さんの短い一生を語っていました。Mお父さんは享年４８歳、年盛りの頃に病気にかかり、病
魔と二年間の闘いを終わらせ、妻と三人の子供と永遠の別れを告げ、独りであの世へ。

私はその吟唱の内容は全部は聞き取れなかったが、会館の中の言葉にできない悲しい空気に共感を覚えました。多くの人は黙ったまま涙を流し、声を出してすすり泣く人もいま
した。幸せな家だったはずなのに、死によって破壊されたことに、心が痛んで仕方がないのでしょう。

吟唱が終わりましたら、会場にいる全員は順番に棺おけの前へ死者とお別れしました。

会場はとても広くて、私たちはずっと一番後ろにいました。声や音は聞こえますが何もはっきりと見えなかったです。少しずつ霊堂に近づいてから、その粛然たる雰囲気と心に
刻む悲しみを強く感じました。その隣りに、Mさんは背広姿でまっすぐそこに座っていて、大泣きしていたお母さんを支えながら、親友にお礼を言っていた。その隣りの隣り
に、白髪の老婦人は黙々と涙を拭いていた。それを見ていた私も、涙が出そうになった。

Mさんは兄弟三人で、二人の弟は一人が中学校で、もう一人はまだ小学生で、ぼんやりと瞬いていて、その年齢はまだ何もわからないでしょうね。その子はおばあさんの隣りに
座って、年齢が小さいから足は地面に届かずぶらぶらしていて、クラスメートを見つけたら口を遮ってこっそりと笑っていた。それはいかにも切ない風景でしょう、何もわかっ
ていない子供は、死の意味も知らず、お父さんは眠ってしまったらもう二度と起きてこないかもわからずに……

   棺おけが置かれていた台まで近づいて、麦の殻（実はわかりませんが、麦の殻だと推測していた）と香炉が置かれていました。お母さんの真似をして、右手の指二本で麦の殻
をつまみ、額に触れてから、香炉に入れて燃やしました。合掌して再度お辞儀、方向を変えてMさんと家族にもお辞儀したら、終わりです。

一人の死は、一つの家の支えがなくなったことを意味しています。長男のMさんは躊躇わずにその家の責任を背負っていかないといけない。一晩ですっかり成長していかないと
いけない。強くてしっかりと振舞っているが、彼は私よりも小さい子供だと思えば、彼の心底には、どれほどの不安や苦痛が潜んであるかを想像すらできなかったです。Mさん
一家は早く正常の生活に戻り、積極的に、楽観的にこれからの生活を楽しんでほしいと、ただそう祈るしかできなかったです。

死者の安息を祈ります。

侯天妍さんの日記



2.雨の多い10月——お葬式（3）（自省）

2015.10.07

Mさんのお父さんが逝去することに、幾分の感慨を覚えました。

飛鳥川の渕瀬のような世の中，不幸の人はとてもとても大勢いる。

自分は幸運に恵まれているとずっと思っていました。今回のようなチャンスに恵まれ、一年をかけて身をもって日本の風土人情を体験できると。ここに来て、あっという間に一
ヶ月あまりが経ちましたが、正直、冷たい目に遭ったことは一度もなく、ずっとクラスメートたちの優しさに包まれていて、ホストファミリーのお母さんも非常に優しくて、家
でも学校でも心地よく過ごしてきました。けど、心地よすぎて、ちょっと怠ってしまいました。

十月がやってきました。最近はなんとなく落ち着かない気分で、一日一日がすぎていきますが、このせっかくのチャンスを台無しにしているように、一日一日ぼんやりと過ごし
ているように思います。達成しようとした目標は浅すぎて、今はいったい何をするべきかに迷います。

Mさんのことで幾分のショックを受けました、こうやって幸運に恵まれ穏やかに生活できるようであれば、より充実で意味のある生活であってほしいと思えました。

とりあえず今積極的にやっていきたいと思いついたのは以下の三つです：

1.より積極的にクラスメートやホストファミリーとコミュニケーションを取ること。自分から留学生だと思い込んで、自ら見えない壁を立ててはいけない、よりみんなの輪に溶
け込んでいき、心からコミュニケーションを行うべきだと、それこそ心連心ですね。

2.この町は大きくはありませんが、十分に詩情の溢れる風景がありますので、自然とのふれあいで心身とも癒されます。

3.本格的にこちらでの勉強に集中します。本当の日本の高校生になった気で頑張ります。確かに本当に聞いてもわからない授業もありますが、努力しなければ希望さえないじゃ
ないですか。特に国語や古典など中国で勉強できない科目はなおさら真剣に臨むべきだと思います。

この三つの目標は、今の私にとって十分に厳しいと思いますし、短時間で達成できるとも思わないですが、

数年後にこの特殊な経歴を振り返ってみる時、満足して悔いのないように。

侯天妍さんの日記



浮ついた11月――少し反省

2015.11.12

ここ最近本当に多くの事がいっぺんにありました。自分も日本に来たばかりの時の興奮期を過ぎ、だんだん停滞感を感じるようになってきました。表面上、同級生やホストファ
ミリーとも楽しく付き合っていますが、やはり時々寂しさを感じます。さらに言うとやらなければいけないことが大量にあるのは明らかなのだけど、おもしろくなくてつまらな
いと思えてしまいます。

一字で表すと：退廃。日本に来たばかりの頃の初心を少し忘れ、直近2、3週間はだらだらと過ごしていて、やらなければいけないことがあるという意識はあるのだけど、それ
を行動に移そうとする時はいつもずるずると長引かせてしまい、心の中で自分を戒めるのだけど、何も変えられていません。

初めに絶対に入ると決めていたバレーボール部をやめてから、少しぼんやりしてしまい、確かに自分は自由な時間がたくさんできたことで、この時間を利用して日本での体験を
たくさんしましたが、ここでの生活で地に足をつけられてないことは自分がよくわかっています。何をするべきかわからず、目標も定まらず、この先どう進めばよいのかわかり
ません。

少し風邪気味で、2日間学校には行かず、家で休んでいました。この二日間を利用してこの3週間程の退廃的な状態を反省し、残り9ヶ月足らずの留学生活をどのように価値ある
ものにして、楽しく過ごすべきかを真剣に考えました。

こんなに貴重な留学生活は、多くのものを捨てて日本に来たのだから、無駄に過ごしてしまったら、きっと将来、今の自分を許すことができないでしょう。ここでの生活は中国
とは違いますが、自分はずっと外国人としてふるまってきたので、恐らく自分では気づかないうちに自分に対する要求が低くなったのかもしれません。私は今後の学校生活で、
心の負担をおろして、本当にみんなとの付き合いに慣れるようにしたいと思います。ずっと寛容な態度でこんなひどい自分とつきあってくれているここのみなさんの善良さに感
謝したいと思います。

自分の状態はずっとよくないのですが、確かにたくさんの体験が私の留学生活を豊かなものにしてくれています。私も伝承の重要性を十分に知っています。ずっと自己調整をし
ていて、いまのところ、風邪もだいぶよくなりました。私もここで共有したいたくさんのことを今後少しずつ補っていきたいと思います。

それから、現在の目標です

1。できるだけ早く次の部活に入って、別の体験を始める；

2.たくさん出歩き、リラックスして、視野を広げる；

3.次の学期末試験はしっかりと準備して、プレッシャーを原動力にします。

4.テストが終わったら断固としてN1能力試験の勉強に着手し、条件が許す限り日本留学の期間に受験し終える；

5.ホームステイ先の女の子が貸してくれた漫画をすべて読み終える（:-D）

6.携帯電話から少し遠ざかる

7.最後の一条はちょうど実行しているところで、欠けた日記を一週間以内に補充し終えて、新しい生活と体験を迎える。

以上

（実のところ、こんな風に少し消極的な内容をウェブ上に投稿していいものかどうか分からないのだけど、自分がこの段階での本当の姿なので、投稿することによって落ち込む
時期にピリオドを打ったと言えるでしょう）

一人で町をぶらぶらと散歩していた時、偶然1台のあまりぱっとしない温かい飲み物の自動販売機をみつけました。すぐに白い湯気のあがるホットココアを買いました。11月中
旬、午後3～4時頃には、すでに暖かい服を着ていましたが、道にこんな風に座るとスースーと冷たい風を感じます。ココアを手をやけどしそうになりながら持ち、味が甘った
るいのですが、なんとも言えない久しぶりに感じる幸福感がありました。おそらく失意の中にいる自分を捨てたことで、すっきりとしたのでしょう。人生で、得と失は常に一緒
に生まれてきますが時間とチャンスは失ってしまうと戻ることはありません。退廃と落ち込む時期は過ぎ去る過去になるのと同じように、涅槃もやっと蘇る。今回、失ったもの
を無駄にしないように、私は得たことをしっかりと握りしめたいと思います。生活はすばらしいし、努力に値する素晴らしい事がたくさんあります。

侯天妍さんの日記



これから猛スピードで日記を書くのでＨＰは私の日記で埋め尽くされます。目の保護準備を！（笑

2015.12.18

事の次第はこんな感じです。

今月の月例報告で私は、日記の投稿数の多い人には中間研修会でごちそうが賞品としてだされることを知りました。そこで私は喜んで日記を補充しにきました（:―D

以前は言ってもしょうがないことつまらないこと、言っていい事駄目なことのせいで、“能拖就拖” （訳注：しないでいいことは絶対にしない）の四字を“箴言”（訳注：戒め）と
して遵守し、おそらく1ヶ月以上日記を書いていませんでした…内心申し訳ない気持ちと恥ずかしさに駆り立てられ私は急いで日記をアップしています（笑

Orzさて、語気はごまかしのように見えますが、申し訳ない気持ちも恥ずかしさも感じられません…実は私は食べるために来たのです！【恥ずかしい…

本当にこんなに浅はかなの？！

はいその通りなんです！！（笑

実はこの日記も実際には意味はありません…私は全世界に伝えたい、私は冬休みに乗じて日記を書いて書いて書きまくり始めます！！

とても楽しく過ごしています…たくさんの幸福を人に見せすぎたらぶたれるんじゃないでしょうかハハハハハハハハ

要するに…このような意味のない日記はこの一回だけにしておくべきです…今後の日記はちゃんと書くことを保証します…【真顔！

侯天妍さんの日記



4.　12月末——冬休み、新年の前奏！（終業式）

2015.12.21

    もっとも長い第二学期の幕は降りました。あっという間に、日本に来てもう四ヶ月近く経ちました。来日の過渡期を過ぎきるところとも言えるでしょう。今はしっかりと地
面を踏みしめ、ここでの勉強と生活に真剣に向かい合っていて、ここでのすべてを贈り物として思う存分に楽しんでいます。

    実は、日本の高校のいわゆる冬休みは、むしろゴールデンウィークと呼ぶのに相応しいと思います。なぜなら、中国の長い長い冬休みと比べると、可哀想に思えるほど短い
ですから…私は何度も周りの友人に、中国は夏休み冬休みとか合わせて三ヶ月もの長い休みがあるよと自慢げに言っています、彼女たちはみんな信じられないと言いながら羨ま
しがっていました（笑！）

    私の学校と同じところというと、休みに入る前に実に退屈なのに逃げられない終業式があることです……

    終業式は全校集会で、校長先生による表彰式と期末スピーチ。

    表彰式はとても日本の特色がある厳かな儀式だと思います。表彰項目はいろいろあって、勉強から体育まで、書道から華道まで、目がぐるぐる回ってもすべて見きれないほ
ど多いです。舞台の下には表彰の言葉を読み上げる先生がいて、舞台の上は、表彰を受けた学生と校長先生がいて、それぞれ表彰状や賞杯を与える前と後に30°のお辞儀をし
て、学生は舞台から降りるときに下にいる学生や先生にもう一度お辞儀したところで、儀式が終わったことになります。意外にも、ちびまる子ちゃんの似たようなシーンを思い
出しました。こういった子供時代の記憶はなんだかちょっと懐かしく思えてきました。

    その後は学年集会です。これは自分の学校とすごく似ていると思います：喋りつつける先生と眠たそうな学生たちによって構成され、お互いに喜んでやっている集会で
す……

    集会の後は年末の大掃除です。いつものお掃除とよほど変わらないですが、こっちの学校でのお掃除で起きた面白いことについてはまた別の文章を書こうと思っているの
で、ここではこれ以上は書かないことにしましょう。

    半日間で、終業式は終わりました。それは正式に冬休みが始まるという意味ですね。もちろん、完全にのんびりしていられるようになるまでには、もう一つ恐ろしいイベン
トがあります、それは一週間もかかる補講です……どれも半日間だけで普通の授業よりは少し楽ですが、やはりテストが終わったらはしゃいで遊びまわる中国の学生である私に
とっては、慣れないことなんですよ……！

    クリスマスと新年もそのうちやってきます。日本ではどうお祝いするかはわかりませんが、好奇心を抱いて楽しみにしています。

侯天妍さんの日記



5.年末年始――クリスマス

2016.01.16

   今までの印象について言うと、クリスマスに対する態度について言うと、日本は中国と大体似ていますが、若い人はデートの口実なだけで、女性は買い物のピークで、商店は
年末の販売促進のきっかけなだけです。実際も確かにこの通りで、特別な式典とイベントは何もなくて、ただどの家も玄関にクリスマス・ツリーと電灯を飾り、おめでたいこと
を喜んでいるように見えます。或いはクリスマス当日に同級生間でMerry Christmas！と祝福するのは、中国ともとても似ています^^//

    注目すべきは、このように何の意味もない祝日ですが、一つの誰もが守る小さな習わしがあります——クリスマスケーキ。もちろん私はこの小さな習わしにはとても意義が
あると思います。——ただでケーキを食べることはいかなる甘い物好きな女子にとって、抗いがたい誘惑です！:-D

   こちらの友達にどうしてこんな風にケーキを食べる習わしがあるのか尋ねてみました。彼女たちも知らないそうです…でもこの答えは意外なことではありませんでした…私
は、女子たちのケーキへの愛を満足させるためにこのような習わしが保たれてきたのだとしても、十分に説得力があると思います！

    要するにこのような何の期待もしない祝日に、思いのほか満足感を得られると、やはりデザートは幸福感をもたらすという話は本当だと思いますo！(*￣▽￣*)o

    1枚目の写真はもちろんクリスマスケーキで、それを撮ったのはとてもきれいだったから~精致できれいな食器は、食べ物に人をひきつける美感と食欲を加えます。

    2枚目は学校の美術部が配置したクリスマスの家で、夜には灯がきらきらと点滅し、まばたきしたくなくなるほどきれいです。

侯天妍さんの日記



5.年末年始——元旦（初诣）

2016.01.17

             

    初詣——日本人にとっては、新年の一番大事な行事です。

    早朝の陽は明るくて心地よくて、心まで暖めてくれました。

    一番下の写真は家族みんなで初詣に出かけた時に撮ったものです。ホストファミリーのお母さんが撮ってくれました。珍しく全員揃いました_(:зゝ∠)_かわいい多利君もい
ます<(￣)￣)↗

    初詣は普段の参拝とさほど違いはなくて、人の数が普段の数十倍になっているだけです。本殿へ入り参拝する人も長い列を作っています。神宮の中にいろいろなお守りが揃
っていて、精巧で沢山の種類があります。

    もっと強調したかったのは、とても面白いイベント——御神籤です。私は中国人として、日本の神様を信じないと言っても納得がいくことでしょう。けど、ホストファミリ
ーの表情から窺えたのは、彼たちも御神籤を引くことを面白いイベントとして理解しているようで、盲目に信じたりしていないようにも見えます。あるいは、御神籤を引くと
は、代々伝わってきた風習だと言ったほうが相応しいでしょう。人々は引いた御神籤を神宮入り口あたりに用意されている細い縄にしっかりと結んで、吉兆を実現する、凶兆を
駆除するという願いが込められています。

    和式の新年は中国と比べると、お祈りのほうを重んじると思います。どんな神社でも、通りかかったら鳥居をくぐって一拝して、敬虔の気持と神様への尊敬の意を伝えま
す。これも特色のある面白い体験です。

侯天妍さんの日記



5.年末年始——年賀状

2016.01.19

      

    日本では、年賀状はとても大事だと前から聞いていたので、神経を使ってたくさん買っておいて構えました……けど、年末年始ずっと一緒にいたホストファミリーの妹さん
は全く年賀状を書いた気配はなくて、多分どこの国において同じで、学生の間はそういったしなければならないしきたりに縛られていないと分かりました。書きたい人は書きま
すし、お返しを書くのが面倒くさがったら口頭で御礼を言ってもいいです。噂と全然違いますね。友人に自分の臆測を確かめて、確かにそうだったと分かったので、安心して怠
けましたhh…o (*￣ ▽ ￣*) o

    でもせっかくですし、年賀状もたくさん買ったので、中国にいる友だちや同じく日本留学をしている仲間に新年の祝福を送りました。正直、年賀状を送ったことはなくて、
最初は慌ただしかったです。初めてはがきには切手がついていると知りましたし……実践とはやはり一番の先生ですね (；′⌒`)……

    中国に送るには、はがきについていた切手の金額が不足なので、別途の切手が必要です。家に誰もいなかったから、携帯でSOGOU（検索エンジンです―訳注）の地図を調べ
て、ルートをスクリーンショットで保存してから、勢い良く出発しました……幸運なことに、タスク達成です。一枚目の写真は、人生初めて郵便局に入って初めて買った切手で
す……

    最後に言いたかったのは、年賀状を送ってきてくれた仲間たちへ、ありがとうございました^_^

    異郷でめでたい日に、母語でのはがきをもらえて本当に心が暖まる幸せを感じています~

侯天妍さんの日記



5.年末の年初――大晦日の夕飯

2016.01.20

       

          

   大晦日の寂しさと比較すると、元旦はとても盛りだくさんで充実していました。

    1日の日程は明け方に神社へ参拝に行く以外、１つのテーマを繰り返していました——食べることです！私にとって、これは間違いなく幸福至極の事と言えます=、=

    午前〜昼ごろ、ホストファミリーのおじいさんとおばあさんの家で過ごしました。家にはご老人二人しかおらず、ホストファミリーの叔母さんはあいにく残業だったので、
会えませんでした。真冬になり、南方の熊本とはいえ、骨身にしみる寒さを感じました。こちらの室内の構造はホストファミリーの家の構造と全く異なります。引き戸を開け
て、目に入ってくるのは非常に伝統的な日本式畳です。一家で炬燵に入って座ると、ホストファミリーのおばあさんは果実の香りのする梅酒を持ってきました。子供達は特別な
祝日にだけ一杯の暖かい果実酒を飲むことを許されます。果実酒を口に入れると甘くておいしくて、心に言い表せないほどの幸福感が生まれました。 

   昼食は比較的簡単でしたが、さすがにお正月で、普段と比べると予想外に盛りだくさんの昼食でした。お腹一杯食べた後は、みんなでおじいさんおばあさんと一緒にテレビを
見たり、日常会話をしたりして、温もりに満ちていました。おじいちゃん達の喜びと幸福そうな気持ちが顔いっぱいに浮かんでいて、とても愛おしい気持ちになりました。日本
の家庭観についての日記をずっと書きたいと思っていましたが、筆を執り言葉で表現するのは少し難易度が高くて、そのまま放置していて、いま気持ちを落ちつけて書きたいと
思います。一言でまとめると、どの国家でも、どの家庭に対しても、家族との絆はいつまでも大切にしたいもので、家族と一緒にいるのは永遠に心の底の最も幸せな場面なので
す。

    おじいさんとおばあさんに別れを告げて、一家は熊本市内をあちこち”ぶらぶら”しました。デザートの店を見つけて食べることに没頭しました。ここまで来た時には、私は
日本に来てから体重が急増した原因が何であるか、疑いようがありませんでした/(〓o〓)/

    のんびりとした時間はあっという間になくなり、夕食の時間に近づいたので、一家は車を走らせてホストファミリーの母方の祖父母の家に向かいました。

    ホストファミリーの母方の祖父母の家はとてもにぎやかでした。新年に数家族が集まって、子供たちと心ゆくまで飲んで楽しむ大人たちとでテーブルをわけて食べました。
料理の品は大晦日の夕飯ほどの豪華さで、盛りだくさんで食欲をそそるものでした。前夜の寂しい弁当ともはっきりとした違いができました。こっそりとため息をつきました：
喜びは失望の後だと喜びとありがたみが増します。

    同じテーブルの子供たちは5人でした。ホストファミリーの従兄従姉はみんなとても優しくておだやかな人で、こんな風にご飯を一緒に食べれてとても楽しかったです。

    やはり祝日は文化を経験するには最もよい日です。このように1日、彼らの無条件の包容力と愛が、故郷を離れたよそ者の私を孤独な気持にさせず、更にはたくさんのぬくも
りと幸福を与えてくれたことに私は心から感謝します。

    2枚の写真を共有します。自由にみてください~^_^ （集合写真は人の顔が映っているので、わざと縮小しています。お許しください^_^）
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再会と別れ

2016.02.12

もともと別れの時には何度も我慢して泣かなかったけど、QQのグループチャットとみんなのコメントを見てから、がらんとした空港の待合室で大声で泣いてしまいました…さ
っき別れたばかりなのにもう恋しくなっていて、本当にこの年でこのような人達に出会えたことに感謝します。みんながいるおかげで孤独を感じることはありません。

みんな大好きです。また7月に会いましょう

侯天妍さんの日記



ふたりでお出かけ

2016.03.13

    ３月は、芽生え始める桜のつぼみと早春の暖かい風とともにやってきました。ホストファミリーの妹さんはせっかく部活が休みだから、私たちは電車で熊本市内へ散策に行
くと約束しました。このようなお出かけは初めてではないですが、いつもほかに誰かがいたので、二人だけでのお出かけは、日本に来て半年間で初めてなので、どことなく楽し
みにしている気持ちでした。

    市電の乗り方は中国の公共交通と似ていて、20いくつかの駅は、どこで降りても均一料金です。中国と違うのは、降りる時に運賃を運賃箱に入れることです。市電の長さは
普通のバスの1.5-2倍くらいで、電車の後部に丁寧に両替機が設置されているから、降りるときにはお釣りが出ません。    今年の2月から、スターバックスの桜ドリンクが日本
で数量限定発売されました。多くの友達に薦められたこともあり、せっかく市内にきていますから、妹さんを連れてスターバックスへ直行しました。日本のスターバックスも多
くのお客さんで賑わっていて、中国と比べても一層甚だしいかもしれません。あまりにも期待していたせいか、ホットドリンクは期待からかなり外れた味でしたが、それでも気
になっていた願いは叶ったということですね。

    帰りはちょうど夕方のラッシュに重なって、電車は人いっぱいで混雑していました。ちょっと頭を上げたら、妹さんの少し疲れた横顔が見えます。一瞬は抑えきれない喜び
が広がり、顔をほころばせてしまいました。17年間の一人っ子生活に慣れてきているところに、突然に一緒に食事して、一緒に住んでいて、一緒に学校に行って、一緒に歌っ
たり買い物したりしてくれる同じ年の女の子が自分の世界に入ってきてくれました。はしゃいだりするときに、どういうわけか本当の妹に恵まれたといつもこっそり喜んでいま
した。楽しみ、とても大切にしています。

侯天妍さんの日記





311

2016.03.13

    2011年3月11日、日本現地時間14時46分、日本の東北部海域でマグニチュード9.0の地震が発生しました。地震による津波も発生したことで、多くの死傷者が出たし、重大
な物的被害を被りました。その時に世界からの関心、救助は集められました。

     5年後の今日は、私は震源地から数千キロ離れた熊本で、学校全員の先生と生徒と一緒に、３月１１日のこの日に、14:46のこの時間に、東北に向かって、地震に奪われた
命に、黙祷していました。

    後でクラスメートに聞いて分かりましたが、東北大震災以来は、毎年３月１１日に黙祷が行われます、今年はすでに五年目です。私は少し驚かされました。同年に、同じく
世界を震え上がらせた512汶川（四川）大地震は発生しました。その後は毎年、ニュースで震災地の人は黙祷している様子は見れますが、天津という離れたところにいる私は、
地震後一ヶ月のときに、学校全員で亡くなられた人の黙祷をしただけで、それきりこのようなことはもうないです。

    日本人は、よく桜に比喩されます。一枚一枚の花びらは目立たないけれども、一面の桜が一斉に咲いているときに、震えるほど深い感動を覚えさせる壮美と力が見せられま
す。黙祷というちょっとした事でも、毎年のようにやり続けています。このような骨に刻むほど深く、当たり前のような同胞への愛情は、人の心を暖め、安心させる力でもあり
ます。私もこれで深く考え、自省するようにさせられました。

侯天妍さんの日記



卒業式前伝^^

2016.03.13

学校側は如何に卒業式を重要視しているかと言うと、各部活の増えた活動回数からだけでも窺えます。卒業クラス、校長室、応接室などの飾りは、華道部メンバーたちの努力を
求めています。華道部は人手不足で、飛び込みの素人の私を入れて僅か４人の一年生です。多くて簡単でない飾る仕事に、私たちは気合を入れて頑張って取り組みながら、それ
なりに楽しんでいます。^_^

【２枚目は本人の拙作です~

侯天妍さんの日記





卒----業----式

2016.03.15

    一年に一度の卒業式はこっそりやってきました。華道部のメンバーは、卒業式の前に、花でキャンパスを飾る以外に、卒業式の当日により重大で困難な任務があります。

    卒業式当日、私はもう華道部の一年生一人と、見知らぬ二年生の先輩一人と一緒に、特別な任務をやり遂げることになりました。先生はお湯の出し方とお茶を出す時の基本
マナーを簡単に説明してから急いで去って行きました。

    事前に抹茶のティーパックが入れてあった急須に沸騰したお湯を足します。20-30秒間置いてから、出来上がった抹茶を磁器のお茶のカップに注ぎました。右手でお盆を持
って、お盆の上にそれぞれお茶のカップと茶托を置いておきました。招待側はお客様と挨拶を交わして、席についた後、入ります。お客様の左側からお茶を出します。先に茶
托、そしてお茶のカップです。決まり文句を言います。それで終わりと見なされます。以上の動作は、卒業式が始まる一時間半前から、お客様のご来場に伴い、絶えずに繰り返
し、繰り返していました。複雑でもない機械的な動きではありますが、人生初めての体験としては、予想外の特別な経験を得られたと言えます。

    私の中国での学校の卒業式と言えば、儀式というよりは、むしろ卒業生が最後にはしゃぐパーティーというほうがふさわしいです。各種の歌や踊りの演出、クイズ・ゲーム
などで、リラックスで軽快な雰囲気作りに取り組みました。そして抱き合って泣いたり、いろいろと告白、自撮り、集合写真をし始めたら、このはしゃぐパーティーはもう終わ
りに近づいていることを意味しています。

けれど、日本の卒業式は明らかに中国のと全く違います。各グループ代表の手に持っていた発言原稿だけでも、卒業式の荘重で厳かな光景は予想されます。途中で卒業生代表の
発言の時だけ、微かに震えて泣きそうな声を聞こえた瞬間、胸がギュッと締め付けられました。

    終わりの音楽が流れ、拍手が聞こえました。最初に退場する一組の生徒たちは、リハーサル時のように順調に退場できなかったです。背の高い男子は横書きのスローガンを
挙げました、大きく書かれてあった＃ありがとう＃はとても目立ちます。彼らは大声で、親、先生への心からの感謝、後輩への切実な期待を叫んでいました。彼らは思わず叫ん
でいて、隣にいる同窓六年間の親友には名残惜しい、ここの土地には離れづらく、彼らは敬虔な気持ちで、過去6年の青臭い青春に、笑顔で別れを告げる。前方は平らでない道
のりでも、われは初心を忘れず、素直に困難に立ち向かいながら前へと進みます。

    曲は終わり、人は去る。

    卒業式は終わっても、その壮大なメロディはまだ耳に残っていますが、会場にはもう誰一人いなくなります。突然に何とも言えない気持ちが湧いてきて、目頭が熱くなっ
て、涙がこみ上げてきました。成長すればするほど、このようなお別れの場面が怖くなってきました。帰国以降のことはとにかく、英倫は7月末に熊本から離れ、ホストファミ
リーやクラスメートと別れると思うだけで、それ以上深く思いたくもないです。光陰矢のごとし、知らない人同士は縁に結び付けられたけれど、別れざるをえないことに強いら
れます。別れはよりよい再会のためにあるとよく言われますが、私は、別れは自分の翼をより強く鍛え、自分を成長させ、一通りに自分をより良くしてからの再会こそ、より楽
しみにできます。帰国まではもう4ヶ月もないですが、今の生活を、倍に楽しんで大切にしています。
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三月三日ひな祭り

2016.03.15

    ひな祭り（毎年３月３日、女の子がいる家は、ひな壇を置き、その上に人形や道具を並べ、菱餅、白酒、桃の花を備える行事です）日本の伝統的な祭りとして、日本に来る
だいぶ前から聞いていました。

    家にはワンちゃんがいるので、ホストファミリーに昔あった伝統的な五段ひな壇はとっくにしっかりと隠されていました（普通なら直接畳に置きます）。そして毎年代わり
にミニ版の人形にしました。一ヶ月前くらいから、家の高いところに飾っておきます。ひな祭りの人形は、家の女の子の代わりに、一生の厄運を受けるので、普通は女の子が生
まれた後に購入され、その女の子が安心に一生を過ごせるよう守ります。

    ひな祭り当日は、人形の飾り以外は、ホストファミリーのお母さんから大盛りの、ひな祭りの伝統的な食べ物だと言われるおやつをもらいました。（写真通り）

    あとでホストファミリーのお母さんから聞いたのは、ひな祭りの人形はずっと前から前もって飾ってもいいですが、ひな祭りが過ぎたらすぐにしまわないといけないそうで
す。でなければ、女の子がお嫁に迎えてもらえないと不吉な予言があります。聞いた時には思わず面白くて笑いそうになりましたが、よく考えたら、そういう可愛らしくて別に
誰かにでも決められていないちょっとした習俗があるからこそ、記憶にあるあまりにも硬くて厳かな祭りは生き生きとしたものになるでしょう。そういう習俗のおかげで、歳月
が変わりゆく中、今でも人々は依然として昔からの文化を継いで、さらに伝えていきたい気持ちにさせるのでしょう。

侯天妍さんの日記



花道

2016.03.29

      各方面の要因を総合的にかつ慎重に考え、そして先生、メンバーとの多数回の話し合いを経て、私は短かったが充実していた三ヶ月間のバレーボールの部活をやめました。
バレーボール部のメンバ−たちへの好意とバレーボールが好きな気持ちは変わりませんが、短い日本留学の間に、自分の力の限りより豊かで深みのある跡を残しておきたいと強
く願っているから。

     生花は女の子みんなの心の中にある夢だろうとずっと思っています。それは、美を追求しつつある人間が最もストレートな表し方であり、静かで心を惹く芸術でもありま
す。心身ともに愉快さを覚え、魂まで昇華できる力があります。日本に来る前から、華道部に好奇心とともに楽しみにした気持ちでいっぱいでした。その時は好きなバレーボー
ルのために、心の中にある乙女の夢をしばらく諦めてはいましたが、偶然が重なって再度部活を選べられることになって、もう二度とすれ違いはしたくありませんでした。

      華道部のチューターの先生は、還暦に近づくと思われる外部の先生です。いつでもまっすぐと背筋を伸ばして、怠ることなく正座の姿を見せ、顔にはいつも微笑みが浮か
び、口から優しい声を出すその先生は、優雅で上品な老婦人です。初対面の時にもう心から好きになりました。

      ４ヶ月間はあっという間でした。私は最初の右も左もわからない状態から、少しずつ慣れてきて、進歩してきました。

       それぞれの花には、唯一の姿勢と美があると思います。人それぞれ唯一の存在であり、異なる才能や能力を持っていると同様に。そういった文章や作品にも、花一つの位
置は全体の美感に影響を与えます。例えば大きくて鮮やかなバラはいつでも一番目立つ真ん中に飾られ、小さくて群れになるカスミソウはよく作品の下部に飾られ、剣山を隠す
役を果たしながら、大きなバラの愛嬌と可憐さを映えたたせます。太くて丈夫な桜の枝は、気勢を揚げながら画面全体を行き渡り、無限に生き生きとした雰囲気を作り出してい
ます。それぞれのキャラになって、それぞれの役を果たしている私たちのように、自分に一番ふさわしい位置に立ったからこそ、一番完璧に自分を咲き誇ることができます。

       花道において、浮いている気持ちを払って、落ち着いて考えることができるようになり、取捨選択の仕方を学び、心を洗い、魂を昇華させることができます。これらは、
私にとっては、貴重な贈り物であり、花道で人生そのものを味わい、悟ります。

侯天妍さんの日記
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